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はじめに
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おわりに
　　　
はじめに
　
東京文化財研究所で保存されている黒田清輝関係資料には、黒田清輝の養父母で
ある黒田清綱
（天保元年〈一八三〇〉 ）三月二十一日生～大正六年〈一九一七〉三月二
十三日没）
・貞子
（一八四二～一九〇四）
、実父黒田清兼
（一八三七～一九一五）
など、
家族との間における往復書簡が含まれている。明治十七年
（一八八四）
から明治二
十六年
（一八九三）
にわたる最初のフランス留学中の清輝
は
）（
（
、日本の養父母の求め
に応じ、定期的に書簡を送っていた。その際、在仏の清輝の手元に日本から届けられた養母貞子の返信の大半は、養父清綱を差出人とす 封筒に納められた形で届けられている。 宛の清輝の手紙は、貞子に読みやすいようにと、仮名で書かれたものであっ 。貞子は、清輝からの手紙の内容を清綱へ伝え、それ 応えるように、仮名書きの長文で清綱の意向や家族 近況を清輝に伝えている。養母貞子と清輝間のやりとりは、 直接交流の少ない父子間の潤滑油の役割 果たし た 本稿では、清輝が絵に親しみ 画学の道を歩みだす姿を温かく歓迎している清綱や貞子、そして親族の様子などを、七十余通の清輝 黒田貞子書簡を通じ 紹介するものである。
　　　
一、黒田清輝宛、貞子書簡の概要
　
清輝の養母である黒田貞子は、天保八年
（一八四二）
十月十日、鹿児島藩士平岡
八郎太夫之輔
）（
（
（平岡等とも
）（
（
）
の三女として生まれた。長じて、 黒田清綱に嫁している。
明治四年
（一八七一）
三月十八日、 清綱・清兼の間で、 清兼に最初に生まれた男子を、
清綱の養嗣子とするという約束に基づき、貞子は五歳となった清輝の養母として養育にあたることとなる。晩年の貞子は、 明治三十七年三月十一日帰宅後眩暈を発し、以降臥床の生活となり、同年七月三十一日逝去。清輝は当日の日記に「午前十一時母上遂ニ御逝去被遊、 昨日・今日ノ事実ニ記スニ忍ビズ
）（
（
」と記し、 養母を偲んでいる。
　
別途掲載の表は、現在東京文化財研究所に保管されている 清輝宛の貞子書簡を
年代別に整理したものである。清輝宛の貞子書簡は基本的に 清輝と貞子が起居を別にした時期にやりとりがなされている。その特徴としては、仮名書きによる鹿児島弁文体の文面で、長文の が多い
）（
（
。これは、清輝宛の清綱書簡が、漢文調で貞
子に比して内容も短文であることとはきわめて対照的である。　
ここでは、 これらの書簡を以下の期間に分けて整理する。①明治十七年
（一八八四）
二月一日に東京を発ってから、香港・インドを経由し三月十八 にパリに着くまでの期間。②フランス留学中の明治十九年
（一八八六）
。③同国留学中の明治二十年
（一
八八七）
。④
-
（明治二十六年
（一八九三）
の留学先から帰国までの期間。④
-
（同
年における京都旅行の期間。⑤明治二十七年
（一八九四）
における貞子の鹿児島旅
行期間。⑥明治 十八年
（一八九五）
の清輝の京都滞在中。⑦明治二十九年
（一八九六）
清輝京都滞在期間。⑧明治三十一年
（一八九八）
。⑨年代不詳。
　
まず、最初のフランス留学期における貞子書簡は、留学からの帰国に際して、
輝がフランスから持ち帰ったものである。①の 十七年の書簡は六通 、内三通は東京の留守宅の様子を日記調に書き記し、清輝に近況を伝える内容である。②の明治十九年 書簡は二十三通とまとまった数が伝えられており、次章で取り扱う清輝の絵画学習へ 転機を伝えている。③明治二十年の書簡は一通。こ 年の清輝は、一月に法律大 校入学し、六月には清綱叙爵の報を受けている。こ 年の十月、法律学校を退学し、ラファエル・コランの下にて絵画学習を始めることとなる
）（
（
。次に、
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清輝が留学先から帰国の途に就き、京都旅行をした④
-
１・２明治二十六年の書簡
十通である。この年三月、清輝はサロンへ「朝妝」を出品、入選を果たした
）（
（
。この
後六月十四日にはパリを発ち 六月二十四日ニューヨーク
）（
（
を経て、七月三十日、十
年ぶりに日本に帰国した。同年十月十日頃に京都に向かい
）（
（
、十月二十八日京都発っ
ている
）（（
（
。⑤は明治二十七年の書簡十通で、貞子が鹿児島に里帰りをし、旅先から清
輝に宛てたものである。この年二月二十二日には清綱の嗣子として、清輝は明治天皇に帰国の拝謁を行い、 五月 北海道旅行 夏 は横浜本牧・鎌倉に滞在している。十月には天真道場を開設、明治美術会に「朝妝」出品し、 一月には日清戦争に従軍した
）（（
（
。⑥は、明治二十八年の書簡十六通である。この年二月中国より帰還した清
輝は、三月内国勧業博覧会審査官となり、 「朝妝」出品。四月から二十九年四月まで京都に滞在した。十月明治美術会 「朝」ほかを出品、 一 奈良に遊んだ
）（（
（
。⑦
の明治二十九年の書簡は二通で、この年京都で越年した清輝は四月まで滞在し「昔語り」の制作を行っている 五 東京 学校講師となり、六 白馬会設立。夏には大磯・箱根を巡り、十月には白馬会第一回展覧会 十一月には京都、 月房州へ旅行と精力的な一年を過ごしている。⑧明治三 一年の書簡一通は清輝宛封筒であるが、内容は清 の妻照子 宛 た書簡である。この 四 、清輝 東京美術学校教授となり、八月日光 て「昔語り」完成 十月白馬会第三回展覧会にて「昔語り」など出品している
）（（
（
。⑨は年代不詳の書簡二通である。
　
このように、残存する書簡の年代は時期に偏りはあるものの、滞仏中の清輝の手
元に届けられ、再び海を渡って日本に持ち帰られ も含まれるなど、現在膨大に伝存する清輝宛書簡が、清輝によ ど ように取捨選別され残さ たのかを考える上でも興味深い。　　　
二、黒田清輝の画学への進路変更と、
　　　　　
貞子
（養親・親類）
の対応
　
後方に掲載した表は、七十余通 貞子書簡の内容の概略を整理したものである。
書簡の大半は清輝の近況を案じ、 留守宅の様子を伝え ものである。遠く海を隔て、清輝がパリに留学していた当時、パリ東京間の郵便事情は片道一か月半 要し お
り、八日に一度欧州便が行き来していた
）（（
（
。こうした状況において、パリ到着直後明
治十七年六月二十日の清輝に宛てた書簡は、我が子を案じる母の心情があふれている。以下、引用資料中の読点は筆者の加筆である。
せハをやくのとしんぱいはおはいしにせよ、との事をゆうつてやつてくひやつたから、いさひしやうち。これからなにもしんぱいハしますまひ、
（中略）
お
つかはんのとハくどい か がへやろうけれども、おや こ おもふとこそゆうものだから、これだけのものかとおもつていてくださ
）（（
（
、
　
このように、留学中の清輝に宛てた貞子書簡の内容の大半は、①清輝の体調、学
習環境などに関する心配。②清輝から手紙が来て安心したこと。③日本の家族・親類・知人の近況報告。④フランスでの清輝の現在の写真送付を求め、日本にいる家族の写真をフランスへ送ること。そして、⑤清綱と清輝間での意思疎通の仲介・口添えというように整理される 中には、成長して帰国した清輝 対して、次 ような母息子間 微笑ましいやりとりも確認される。
扨おまへのおかねのぢしがきのふハたりまし 、かねてハ、はんね ぶんが五百円になるのが、ことしハいくさ おかげにてにハりよけ に相なり、せん五百円に御座候、どふゆうよい事かとじつにおどろき申候 それにつき、一つおねがひこれ相、 んと御かんかへなさるかわしれないけれども もいハん事ハ○わからないから ハたしのおもたゞけをゆうてあげます、これまで父上様へ一せんもあげやつた事もこれなく候ゆへ、こんどがほんのよいさいわいだから、さきにかひたとふり、かねてハ五百円になるのが一ねんぶん けいニなり候ゆへ おせいぼふのつも で百円たけあげてやつたらど だろふか、これはほんのハたしのかん へで御座候 それから んまりですけれども、ハたにもしハす おしまいの入りよふニ、百円だけ下され候 ば、ま事ニ
〳〵
し
やわせにて御座候、こんなよけいなのをとりやつたときでなければ、そふゆう事ハできませんから、たすくるとお ふてどふぞ
〳〵
おねがひ申入まいらせ
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）（（
（
、
　
明治二十八年十二月四日付のこの書簡は、当時京都に滞在中の清輝に宛てたもの
で、日清戦争の影響で清輝の貯金に多額の利子が付いたので、これまで清綱に清輝からは何も上げていないので、お歳暮のつもりで一〇〇円上げてはどうかと勧めている。清綱と清輝の間を取り持つ貞子の姿が垣間見られる一方、自身にも師走の入用に一〇〇円くれると嬉し としている。実際に金銭によるお歳暮が清輝から送られたかは定かではないが、打ち解けた母子の会話が彷彿とされ 。　
こうした、母貞子と清輝との間のやり取りに、明治十九年の書簡では清輝の画業
に関する言及が見られるようになる。そして、その文中から注目されるのは、清輝に画の修業を勧め、その描いた絵を見て喜ぶ養父母・親族であり、清輝の先生からの注文
（錦・植物）
に応えるべく奔走する家族の姿である。
　
五月二十一日付貞子宛清輝書簡には、
父上様がなんでもやいつけることのできるものをけいこしろとゆつておやりなさいましたから、こんどゑをほんとうにけいこしようとおもいます、二三日のうちにわた のしつておるず ぶんいゝせんせ のうちにいつてはなしをしみよ とおもつております
）（（
（
と、自身も関心を持っていた画学に本格的に取り組む決意を告げている。また清輝が画学を志すことに関して、次の書簡からは家族が好意的な様子であったことが窺える。
おまへのこちらにおいやるうちぢやつ か、父上様のおふきくあぶらゑをたかはしとゆうひとにかいておもらいなさつたが、そのかひたのが父上様へすこしもにらずして、 又こないだきてよくなをしましよふとゆうてなをした れども、どう いけなひからおまへのおとつさんをかいておくりやつたのを、おとつさんがたかはしとゆうあぶらへかきにおみせなされ候へば、ま事ニ
〳〵
ならハ
ずにこんなにおかきなさるのハしたちがよろしい、とゆつてたいへんほめていたから、父上様もよろこんでいらつ やつた 、それでかならす又けいこうもしたほうがよかろうと父上様もおつしやるから、そげんしやれ、ま事に ゝ事〳〵
、）（（
（
　
このように、貞子の書簡の中には、養父清綱の、清輝の画学に対する率直な心情
が伝えられており、六月十一日付けの書簡では、
さておまへのゑかきのけいこはどんな事や、おとつさ はそ ゑかきのけいこはま事にいゝ事とおつしやる、ま ぶ ぞふさん なにで し、ならつたほふがためになる、ゑ心 ある人だからよつぽど ふ の御事にござ候
）（（
（
、
と、 清輝の姉婿である橋口文蔵も好意的に評価していることが確認される。そして、貞子自身も清輝からの手紙に同封された清輝の画いた絵を手にして、
ぴいこうのかをがよくてき し かみ 中 らひよ とでたところ、はつおもひ父上様へもさつそ お かけ候へば、これハ
〳〵
よくねせてかひた
とおつしやつたよ、とんと口もとから やらどこそこよくにていました、これもしやしんよひも大きくていゝからがくにこし へてしまつておく
）（（
（
、
と送られてきた清輝の画いた絵を見て、夫妻で喜んで評しており、額を誂えてしまっておくとし いる。清輝の画く は、海を隔てた親子の間を取り持つような役割を果たしており、家族・親族もまた好意的な反応を示している。こうした状況の上で、清輝は彼の人生の大きな転機となる画学への進路変更を東京 父に伝え のである
）（（
（
。意思表明の書簡を受けて、貞子は次の書簡を清輝に送っている。こんどハほんとうにゑのけいこをしやるよ 、ま事ニ
〳〵
よいおもひつきだ
よ、父上様もこれはおまへがすきゆへなんでもすきなものならけいこのいくも
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んだからよつぽとよかろうとおつしやる事に御座候、文蔵様へもそのはなしをしたら、そ い事ちや、日ぽんにハほんとうのゑかきハすくないから、ふらんすのゑはよほど の御はなし ござ候、それをやりつけるとくいはづしハしないとおつしやつたよ、ま事ニ
〳〵
よい事ちやとたいへんニほめてお
ちやつたで、おまへの ねおりだけれども、からだのゐたまぬようにして、べんきようなされて
く（衍カ）
くれ〳〵もねんじ申候、
（中略）
さてこん日とゝき候御て
がみを父上様へうけ玉ハり候へバ、 よ〳〵ゑのけいこにおでし入りをなされ候よし、ま事ニ
〳〵
けつこうな事にて、御めてたく御よろこひ申候
）（（
（
、
　
清輝の画学専心の意思表明に対して、清綱・貞子はじめ親類もまた従前同様清輝
の決心を支持し、期待を寄せていることが確認された。さらに清輝が師事することになった先生についても、
こんど御たのみになつたゑのせんせいはま事ニ
〳〵
しんせつな人のよし、じ
つニ
〳〵
おまへのしやわせ、ハたしなどもかけて大あんしんに御座候、どう
ぞ
〳〵
どんなのでもおまへのかきやつたゑを、なんでも良いからやつてくひ
やい、そのかわひにハ、ゑいりしんぶんはおやめでよいから どうぞ御たのみ
申候、せんせいののぞみのにしきのきれか、又ははなのぬいだしのきれか、おたのみのよし、いゝ をみたておくり申候よういたすべく候間、おまち玉ハリ候
）（（
（
、
として、先生が望む日本の染織品の見立てを喜んで請け負っているなど、家族を挙げて清輝の画学を支えようとしている様子が窺える。　
一方で、清輝の近況を気にする親心に変わりはなく、元気に画学に勤しんでいる
様子を聞い 、
いよ〳〵御げんきにてべんきようなされ候 又おひるごはゑのけいこうにてさぞ〳〵おひまのなひ事とそんし申候、ま事ニ
〳〵
何よりけつこうな事、
御め たくあんしんいたしまいらせ候
）（（
（
、
と安心の気持ちを伝えているほか、これ以降は、
此まへもゆうてやつたとふり、 まへ ゑのかきやつたのがみたひから なんでもおくつて下さひ
）（（
（
、
たび〳〵ゆうてやるとふりおまへのゑのおかきなつ のをなにでもおくり下され度、とふそ
〳〵
御たのしミ申まいらせ候
）（（
（
、
という具合で、清輝の画いた絵を是非送って欲しいという希望が伝えら るようになって る。　
また、実際に清輝の絵を送られたことに関しては、
又まつがたさんのおせわでうへべるさんとゆううちへいくようにないやつたそうな、そこのおかみさんがしをらしくしてくれるよし、大きにしやハせな事であります のうゑべる とゆう人ハにほんじんの ななでハなひが、ど
黒田清輝関係資料 0（-00（-0（（部分）
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この人やたび〳〵いつてごちそうになりやるよし、ゑのはくらんくわいにいきやると 事、ま事ニ
〳〵
たのしみな事ニ御座候、そこのおかみさんのしやし
んをみてかきやつ のを、又一ツかいておくつてみせてもらいたゐか 、又なんないと一ツおまいのおかきなつたものをおくつて下され、おたのみ申まいらせ候
）（（
（
、
と、フランスにおいて清輝が交流する人々についてや、
こんどハしつにくわしきおてがみにて、とんとぢきにあつてはなしをいたすようにござ候、又ふるいまちの ゑのかたちをかひてやつてくひやつたから、なを〳〵げんにかたつてきかせやるようにおもはれました、
（中略）
それはそうと、
おまへのおかきなつ ゑを何なりと一まひ て よろしくござ候ゆへ、てがみの中へいれて御よこし玉ハリ度、ねがいもふし候
）（（
（
、
おまへのおかきになるゑも、いつでもできたと におくり玉ハり これ又御たのみ申候
）（（
（
、
など、清輝の絵を心待ちにする貞子の心情がつづられている。　
清輝がフランスを発つ明治二十六年四月六日付の書簡では、清輝のサロン入選に
ついての期待を、
こんどのきよふしんくわひにわ、こふしくわんでおかきなつ おんなのは
　
だ
かのゑをおだしなるよし、せんせいに見せやつたらど ゆう事に御座候や、よいといつて、きよふしんくわいにおだしなつてとふそ
〳〵
うけとられたら、
その上もなき御事と山々そ し申候
）（（
（
、
と「朝妝」の入選を期待する気持ちを吐露している。
　　　
おわりに
　
以上黒田清輝に宛てられた養母黒田貞子の書簡を概観した。これにより、画家黒
田清輝を生み出した母体の一つとして、画学学習に好意的に受け止め、それを支えようとする家族・親族の存在が明らかになった。維新功労の顕官の養子として、明治初年以降、近代国家と ての日本が構築されていく過程を、東京の中心で見て育った黒田清輝は 政治家を念頭に置いた「野心」からの法律を志していたと後年回顧している
）（（
（
。後年における清輝の自身の画学への転向に関する述懐以上に、本稿で
紹介した貞子書簡は、同時代史料と て清輝本人の当時における状況 伺い得る上で貴重なものであ 。　
黒田が画学の路を歩み始めた明治十九年
（一八八六）
前後の日本の状
況
）（（
（
を概括す
ると、制度取調局設置・華族令制定・会計年度改正・朝鮮甲申事変
（一八八四）
。
内閣制度の成立・法制局設置
（一八八五）
。各省官制・裁判所官制・地方官官制公布・
憲法草案検討開始
（一八八六）
・叙位条例
（一八八七）
・民法典論争
（一八八九～九二）
など、黒田の先輩にあたる留学生などが、諸外国から継受した知識によって、国の骨格が完成し、それに基づいた近代国家の運営がまさに開始され、不平等条約 条約改正が急がれた時期にあたっている。こうした時代状況 ついて清輝自身も以下のような認識を示してい 。
私事法律学を修行致し候積ニテ只今迄只語学ノミを勉強仕候得共能ク能ク将来ノ事ナドヲ相考ヘ申候ニ、如御意今日ハ已ニ法律家も多キ世中ニ御座候間普通ノ法律学を学ヒ得テ帰国 とも左程国益ニも相成申間敷と被存申候
　
又今日ハ
独逸学ノ世ニ御座候間仏学ニテハ政府ヘノ向き甚ダ悪しき事ならん
　
当地ニテ
学士位ノ免状を得候ハヾ御試験ノ上政府ニテ三四十円位ノ小役人ニ取立被下カモ不知候得共
（原文傍書） （是レモ至テ難キ事ナリ）
貴重ノ金銭ヲ費シ数年間外
国ニ在リ帰国後僅カ三四十円ノ為メニ繋カレテ面白カラザル御役人様 下 腰ヲ屈スルナドハ余リ心地能キ事トモ被存不
　
さればとて政府ノ御影ニ付カザ
ル時ハ三四十円ハオロカ忽チ活計ニ苦ムハ目前 御座候
　
如何トナレバ仮令西
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洋ノ法律ニ達シタレバトテ私如キ漢学ノ力ナキモノハ書ヲ著述スル事ハ勿論西洋書ヲ翻訳スル事サヘモ無覚束候
　
又通常ノ笑談デサヘモ口もづれて思ニ任セ
ザル私ニ御座候得ば代言人ト為リ 能弁ノ名ヲ得ン ドノ事 最モ難キ事ニ御座候
　
右ノ如ク色色ト相考ヘ申候ニ法律専門ニテ国益ニナル程ノ事を為サンハ
余程六ヶ敷被存候
（（
（
。
　
こうした時代の趨勢をも踏まえ、清輝が画への意識を発露すると、 「それは良い
思い付き」との賛意を家族・親族が示していたのである。黒田清輝の画学への移行の背景には多様な要素が絡むが、その根幹は清輝の意思であり、フランスでの友人・接点 あった知識人の存在・政治社会情勢と共に、それを勧め、励ました家族・親族の存在 重要性を貞子書簡は示しているも 言えよう。
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黒田清輝宛養母黒田貞子書簡の解題と翻刻
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黒田清輝宛黒田貞子書簡の概要
年順番号
（
（
（
（
（
（
差出年月日
（（（（0（（（
（（（（0（0（
（（（（0（（0
（（（（0（（0
（（（（0（（（
（（（（0（0（
内容の要旨（丸番号は本文内の内容順）
① 1884 年（明治 17年）2月 1日東京発。3月 18日パリ着。
清輝滞佛中の東京留守宅日記（（（（（ 年 （ 月 （（ 日～ （
月 （（ 日）
①パリの清輝からの初の来信への返信。②脚気の具合
を尋ねる。③ （ 月 （ 日からの日記は後便で送る。④鼻
拭きを御前となおよんさん（注：橋口直右衛門）に送
る。⑤みんなで清輝のパリ到着のお祝いをした報告。
清輝滞仏中の東京留守宅日記（（（（（ 年 （ 月 （ 日～ （
月 （0 日）
①委しい手紙に安心。②清輝の近況への返事。③先日
尋ねた西洋の子供の年齢への返事で大賑わい。④珍し
い写真も有難う。⑤お前の写真も立派な額をこしらえ
て飾った。⑥こちらは無事。⑦世話を焼く心配は止め
にしてほしいという清輝の希望承知。これからは何も
心配はすまい。⑧少し太ったようで安心。⑨何より体
が第一。⑩お母さんはくどいとおもうだろうけれど
も、親は子を思うものだからと思って下さい。⑪清輝
は仮名は書きつけないのによく書いてくれたことだと
感謝。⑫西洋人の子供がよい遊び相手でしょう。⑬友
達もたくさんできてよい事でした。⑭親類も皆無事。
⑮母に湯治せよとしおらしくいってくれて嬉しい。⑯
（（ 日には清輝の誕生祝いをします。⑰清輝が西洋で
見たと伝えて来た珍しいものへの感想。⑱平河天神で
相撲興行の報告。⑲西洋からの手紙は七日毎に来るよ
うなのでそのつもりで待っている。⑲こちらから送る
日記をみるのが面倒になるといけないので、不要な時
は言ってください。⑳今回の手紙は書くのに２・３日
かかりました。
清輝滞仏中の東京留守宅日記（（（（（ 年 （ 月 （（ 日～ （
月 （ 日）
①先月 （（ 日日記到着。清綱が留守で、たかね殿に読
んでもらった。日記が来ると、手紙がこなくても安心。
②親類皆元気の旨。③清輝の帰国ばかりを楽しみにし
ている。④文蔵たちは北海道の開拓に （0 月頃には行
く予定。⑤親類・知人の近況報告。⑥本が届き次第清
綱に手紙を書いてくれれば、清綱が直ぐに読んで聞か
せてくれるので、清輝が仮名書きで母に手紙を書く手
間が省ける。時間が有る時だけ仮名で母に手紙を書い
て欲しい。⑥しげぼんの写真を送る。⑦清輝の友人が
来た旨。⑧本を送る小包の上書きは、文蔵さんがいな
いから前田さんに頼んだ。⑨久松さん（注：久松定謨）・
なおよんさんにもよろしく。
他の資料との関係
―
（ 月 （（ 日 パ リ 投
函、（ 月 （（ 日 東
京着清輝書簡（『黒
田清輝日記』（ 巻
（-（（ 頁）への返信。
―
（ 月 （ 日パリ投函、
（ 月 （（ 日 東 京 着
清輝書簡（存在不
詳）への返信。⇒
　（ 月 （0 日 に パ
リ 到 着。 そ れ を
受 け て （ 月 （（ 日
清輝が返信（『清
輝 日 記 』（-（（ ～
（（）。
―
パリ投函日不詳（（
月上旬投函か）、（
月 （（ 日東京着へ
の返信。
備考
（（-（（（-（ に同封
された日記。
―
（（-（（（-（0 に同
封か。
―
（（-（（（-（（ に同
封か。
登録番号
（（-（（（-（
（（-（（（-（
（（-（（（-（（
（（-（（（-（0
（（-（（（-（（
（（-（（（-（（
（ （（（（0（（（
② 1886 年（明治 19年）フランス留学中
①大迫さんへの便で届いた巾着は良いものだ。②まる
まる新聞を日本から送った。③直綱に絵入新聞が届い
た。④清綱の肖像画を高橋と言う人が画き、似ていな
いので書き直させた。その人に清輝の絵を見せたら、
（ 月 （ 日パリ投函、
（ 月 （（ 日 東 京 着
清輝書簡・（ 月 （（
日パリ投函、（ 月
清綱・清兼の書
簡と一括の封筒
入り。
0（-0（（-0（
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習わずにこんなにかくのは性質がよいと言われ父上が
喜び、「それでかならす又けいこうもしたほうがよか
ろうと父上様もおつしやるから、そげんしやれ」との
こと。
①清輝が船の進水式の見物に行ったことへの感想。絵
が描いてあって自分で見たようだ。
①写真を撮って送ってくるのを楽しみにしている。②
清輝から清綱への伝言は伝えた。③新三郎・直ぼんの
写真が清輝のもとに届き大きくなって驚いた旨。④「お
まへのゑかきのけいこはどんなことや、おとつさんは
そのゑかきのけいこはま事にいい事とおっしゃる」。
①画家たちとの旅行を楽しみな事。②黒田清隆が渡仏
するので墨を託した旨。③絵の博覧会を見に行ってさ
ぞきれいな事であったろう。④コレラ流行で清輝の誕
生日祝いは延期にした。⑤絵入新聞を待っている。⑥
清輝の写真も待ってる。⑦ （ 月 （（ 日の手紙も到着。
①さのき三郎の訪問を告げる。
①「ぴいこうのかおがよくかけてきまして（中略）父
上様にも御目に懸けたらこれはこれはよくねせてかい
たねとほめる。これもしやしんよひも大きくていいか
ら額にこしらへてしまっておくよ」。
①元気に勉強なにより嬉しい。②フランス帰りの佐野
さんが訪問。③ほんとうに絵の勉強をするようになっ
たことを父上様もよかろうと云っている。文蔵もほめ
ている。④手紙も着。すぐに清綱に見せる。⑤鹿児島
の叔父さんにも手紙を書いてほしい。⑥絵入新聞のこ
とは言っておいた。⑦清綱もいよいよ絵の弟子入り、
誠に誠に結構な事との事。
① （0 年ぶりの旱魃。②かねぼんが３・４つのころの
卵の皮をむいたような色の白かった清輝に似ている。
③暑中見舞い。
①清綱への手紙も着いた。②絵入新聞も到着した。③
今度の先生は良い絵の先生で安心。何でもよいから描
いた絵を送ってほしい。④先生の希望の錦や刺繍は良
いのを見つけて送る。
①清綱から、清輝の画の先生からの所望の錦について
伝言。今回は手紙の返信を清綱から出さない旨。
（（ 日東京着の清
輝書簡への返信。
（ 月 （ 日パリ投函、
（ 月 （ 日パリ投函
東京着日不詳清輝
書簡への返信。
（ 月 （（ 日 パ リ 投
函、東京着日不詳
清 輝 書 簡 へ の 返
信。
（ 月 （ 日パリ投函、
（ 月 （（ 日 東 京 到
着清輝書簡への返
信。
―
本 信 は 推 定 で き
ず、追伸部分のみ。
（ 月 （（ 日 パ リ 投
函、（ 月 （ 日東京
着。（ 月 （（ 日 パ
リ投函、東京着日
不詳の清輝書簡へ
の返信。
―
（ 月 （ 日パリ投函、
（ 月 （（ 日 東 京 着
の清輝書簡への返
信。
―
―
―
清兼・清綱と一
括。
0（-0（（-0（ の追
伸部分。
―
画学専心の決意
表明への家族か
らの反応。
―
清兼書簡と封筒
に一括。
別紙追伸部分。
清兼書簡と封筒
に一括。
0（-0（（-0（
0（-0（（
0（-0（（-0（
0（-0（（-0（
0（-0（（
0（-00（-0（
0（-0（（
0（-0（（-0（
0（-0（（-0（
（（ （（（（0（0（
①勉強と絵の稽古で暇が無いのは結構で目出たい。②
日照り続きで暑い。③姉さんたち （（ 日出立。なおぼ
んも来た。④今度の手紙は短かったけれども、手紙が
来れば何より安心。⑤注文の錦は早く送ってやれと父
上が言うので、成るだけ良いのをこの後の便で送る。
⑥姉さんからの伝言は書き取らないで、姉の手紙をそ
のまま送る旨。
投函日不詳、（ 月
（ 日東京着の清輝
書簡への返信。
橋口千賀子書簡
と封筒一括。
0（-0（（-0（
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①元気に勉強。安心。②東京では病気が流行するも一
同無事。③立派な錦の裂が取り寄せられた。ただの呉
服屋にはなく、はをり屋きへいが探してくれた。④新
二郎・直ぼんが軍人のすまき時計を欲しがるので送っ
てほしいが、学資金の内から買うのだから無理のない
ようにお願いする旨。⑤清輝の描いた絵を見たいので
送って欲しい。⑥写真も都合次第に写して送られたき
旨。
①元気に御勉強。目出度く、安心。②手紙は （ 日間隔
で出る旨。２・３度間があくと心配になる。③知人の
来訪の知らせ。④親族無事。⑤錦・菖蒲の種・清輝の
楽しみになる本など送った。⑥はんきり・はなふきを
送る（篠塚別当の妻が縫ったもの）⑦清輝に頼んだ件
は、清綱に叱られたのでやめにしてほしい。⑧北海道
の姉さん家族の写真を送る。
①元気に勉強めでたく喜ばしい。②先日の荷物がこの
手紙が着く時分には届くだろう。③たびたび言う通り
清輝がかいた絵を送ってほしい。
①便が便毎に手紙を出さないと清輝はいって来たが、
（ 度 （ 度になると心配なのでその積りで出すようにし
て欲しい。
①元気に勉強目出度い。②一同元気。③松方さんと旅
行の由楽しみなことだったろうと父上様と話した。④
めづらしきことがだんだんあるとのことで、それをき
きたいからあとの便を待つ。⑤鹿児島のおじさんへも
手紙をあげて欲しい。
①元気に勉強めでたい。②松方さんと一緒で方々行く
のは良い事。③元気で目出度い。④父上様より原さん
に送った書付も届き、私の手紙も届き安心。⑤ブリュ
ッセルについて知りたい。⑥絵の稽古も怠らずしてい
るか知りたい。⑦写真が久しくないから、撮っておく
ってほしい。⑧松方さんの世話でうへべるさんの家に
行くようになったのは幸せな事だ。⑨絵の博覧会に行
くそうで良いだ。⑩うへべるさんのおかみさんの絵を
画いて送ってほしい。⑩またなんでもよいのでお前の
かいたものを送ってほしい。⑪この手紙の着く頃には
錦の裂も着くだろう。⑫なおぼんなどの手紙も同封す
る旨。⑬母の写真も同封する。
投函日不詳、（ 月
（（ 日東京着清綱
宛清輝書簡への返
信。
（ 月 （ 日投函、着
日不詳の清輝書簡
への返信。
―
―
（ 月 （0 日投函、（
月 （（ 日東京着清
輝書簡への返信。
（ 月 （ 日・（（ 日投
函、（ 月 （（ 日 東
京 同 着。（ 月 （0
日 投 函、（0 月 （
日東京着の清輝書
簡への返信。
黒田栄子・黒田
新二郎書簡と封
筒一括。
北 村 峯 子（ 実
妹）・清綱書簡
と封筒一括。
清綱書簡と封筒
一括。
―
清綱・直綱（義
弟）・天沼源三
郎（不詳）と封
筒一括。
清綱・直綱（義
弟）・天沼源三
郎（不詳）と封
筒一括。
0（-0（0-0（
0（-0（（-0（
0（-0（（-0（
0（-0（（
0（-0（（-0（
0（-0（（-0（
（（ （（（（（（0（
① （0 月 （ 日以来手紙が来ないので心配したが （0 月
（（ 日手紙到来。旅の途中にて安心。②こんどは実に
詳しい手紙で、直に会うようで、また古い街の絵をか
いてくれたので現に語ってもらっているようだ。③こ
れだけ仮名を書くのは骨の折れることでしょう。④家
族親族息災の近況。⑤おまへのかきやったものを何な
りと一枚手紙に入れてほしい。⑥あねさんの友人の娘
さんがフランスに行きたいと言っている。
投 函 日 不 詳、（0
月 （（ 日東京着清
輝書簡への返信。
― 0（-（（0
（（ （（（（（（（（
①中村さんの世話にて旅に出た由。良い事だ。②おま
への写真早く送って欲しい。③先日注文の時計の件は
清綱から迷惑な事をしないようにとのことなのでお断
りください。
（ 月 （（ 日 投 函、
（（ 月 （0 日東京着
の清輝書簡への返
信。
清綱・直綱書簡
と封筒一括。
0（-（（（-0（
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①父宛の書簡の内容を清綱から聞き清輝の近況を喜
ぶ。②写真の到着を楽しみに待つ。③届いた写真への
感想。④平岡八郎（貞子の生家は平岡家。その関係者
カ）へ絵を送る心遣い。⑤清綱の勲二等叙勲通知。⑥
清輝はうるめの丸干しが好き。⑦清輝が大きな写真を
送ると云ってきたことに関して喜ぶ。
①前々便で届いたうへべるさんの家族他の写真の説明
書きが来たことへの喜びと感想。②「おまへのおかき
になるゑも、いつでもできたときにおくり玉ハり、こ
れ又御たのみ申候」③墨が届いたとの事への安堵。④
錦の裂・新聞を余計に送った。⑤また清輝からの手紙
が （・（ 度来ないと直ぐに余計な心配をするけれども、
これからは （・（ 度来ないと云って心配しないとの宣
言。⑥手紙の借銭は春になってから返すように指示。
⑦黒田の写真を見た親族の感想を伝える。⑧留守宅に
届いた清輝宛書簡を転送する。
①滞在中の鹿児島の叔父さん帰宅。
①日本からの荷物が届かない旨待ち遠しかろう。②荷
物が届いたか気になる。③鹿児島のおぢさんが御用で
三年ぶりに東京に御出。④送ってくれるとのお話の写
真を待ちわびている。⑤長い黒田の留学に付、写真の
顔つきでおとなしくしているかが分る。⑥こうのだい
の吉田さん・いわぐまさんも留守に訪ねてくれて親切
で有難い。清輝からも宜しく手紙をしてほしい旨。
③ 1887 年（明治 20年）フランス留学中
①留学足掛け４年は長いとの感想。②橋口文藏帰国し
直接話を聞く。
④－１　1893 年（明治 26年）留学先～帰国
①元気に勉強の事は目出度い。②清綱・直綱ほか皆元
気。③「今度の共進会に公使館で画いた女の裸を出す
よし。先生に見せたらどうゆうことになったか。よい
ということできょうしんかいにうけとられてらその上
もなきこと。」④今度の御手紙で五月の末つ方にフラ
ンスを立日本の親戚の近況つとの事ではっきりわかっ
て大変安心。⑤ （ 月 （（ 日夜に東京の黒田邸に泥棒の
被害と顛末。
（0 月 （（ 日 投 函、
（（ 月 （（ 日東京着
清 輝 書 簡 へ の 返
信。
（0 月 （（ 日 投 函、
（（ 月 （ 日 東 京 着
の清輝書簡への返
信。
投函日、到着日不
詳の清輝書簡への
返信。
投函日、到着日不
詳の清輝書簡への
返信。
―
（ 月 （（ 日投函、（
月 （（ 日東京着の
清 輝 書 簡 へ の 返
信。
―
―
清綱書簡と封筒
一括。
清綱書簡と封筒
一括。
―
清綱書簡と封筒
一括。
0（-00（
0（-00（
0（-00（-0（
0（-00（-0（
0（-0（0
（（-0（（-0（
（（ （（（（0（（0
①久しくパリにいて立つので用意が忙しいだろう。②
最早フランスに出しても間に合わないので、アメリカ
の新二郎に託す。③一日も早くお帰り下さい。④親類
一同元気。⑤清綱も鎌倉・笄とで御楽しみ。⑥先日の
泥棒で盗まれた大概のものは出ましたが、直綱の時計
が出ないので、本人は欲しがらないけれども似合う時
計を一つ御土産に願う。⑦帰りの船は心配だから丈夫
な船で帰られたい。
― ― （（-0（（
（（ （（（（0（（（
①フランス引き払い料など （00 円の送り先などの件で
心配している。②清綱から新二郎を連れて帰るように
との伝言。③先日の時計を願う旨。④お金はアメリカ
へ （00 円送金の旨。
（ 月 （（ 日投函、（
月 （（ 日東京着　（
月 （（ 日投函、（ 月
（（ 日東京着の清輝
書簡への返信。
― （（-0（0
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① （0 年のフランス生活にて名残惜しいでしょう。②
アメリカからは新二郎と一緒に御帰り下さい。③終い
両に （00 円だけ送る筈なので承知されたい。
①アメリカにて博覧会御見物の上早く帰国されたい。
②注文の品（時計）くれぐれもよろしく。③近況報告。
④－ 2　1893 年（明治 26年）京都旅行
①出発後名古屋からの手紙も届き安心。②今日は京都
から首尾よく到着の報に接し安心。③伊勢の藤島さん
の所に御出でになられたならば驚かれた事でしょう。
④清輝も清綱も出かけ東京は寂しい。⑤與倉さんのお
ばさんが見えて清輝の絵を見て喜んだ。⑥どこでも松
茸が美味しいだろうから、御土産に頼みます。
①到着後 （・（ 日してから絵を画き始めた由。久米と
一緒で西洋にいるようだとのこと。②絵描きの知人も
出来たそうでよい。③祇園町の芸妓・舞妓は清輝の感
想を尋ねる。④鴨川や清水で絵を画いている由。⑤清
輝の体調を気遣う。⑥ （（ 日付けの手紙も到来。⑦詳
しい手紙で安心。頼んだ松茸も早速に有難う。⑧文蔵
さまが戻られ、絵を見て大変よく出来たと喜んでいた。
⑨諸方やフランスからの来信を告げる。⑩都合次第に
松茸をまた送られたい旨。
①元気に絵を画き安心。②舞妓の絵を描いていること
への感想。③文蔵さんは仕事で多忙。④清輝が姉さん
に半襟の立派なのを買った由。特別に要るものは無い
が御土産を待つ。⑤鹿児島のお峯さんに安産の御札を
送ってくれたことは念の入った事。⑥清綱の動静。⑦
松茸の御礼。
―
―
日時不詳名古屋投
函の清輝書簡への
返信。
（0 月 （（ 日・（（ 日
京都投函、（（ 日・
（（ 日東京着の清
輝書簡への返信。
（0 月 （（ 日京都投
函。（0 月 （0 日東
京着清輝書簡への
返信。
―
―
麩 屋 町 澤 文 逗
留。
麩 屋 町 澤 文 逗
留。清兼書簡と
封筒一括。
―
（（-0（（
（（-0（（
（（-00（
（（-0（0-
00（
（（-00（
（（
（0
（（
（（（（（0（（
（（（（（（--
（（（（0（0（
①元気に画を画かれていることと喜ぶ。②先日は松茸
を有難う。③鹿児島から平田九十郎が来て清輝の近況
を聞き安心。④横浜から父宛に手紙が来て、フランス
から額面入りの箱が届いた。諸手続きの関係で月末に
は帰宅して欲しい。運賃は （0 何円。税関へ （ 円。⑤
葉書を転送する。⑥愛宕下の慈恵病院で慈善会が始ま
り、浮世絵や油絵・楽隊も出てていたので清輝も出せ
ばよかったとの事。
①横浜税関より仏国行小包の概価問合せにつき、御地
より返答されたき旨。
⑤ 1894 年（明治 27年）貞子鹿児島旅行出先より
①正彦・綱祐さんに上げる鞄が越中屋にあるから頼む
旨。
―
―
―
麩屋町澤文方。
貞の差出である
が、筆跡文面は
清綱。
―
（（-00（
（（-0（（-0（
（（-0（（-0（
（（ （（（（0（0（
①鹿児島行の出発以後の動静。直綱同道。②お前の油
絵も出来上がり安心のことと思う。③清綱より （00 円
御受取結構な事。④清綱から途中の路銀などで （00 円
貰うも不足に付、清輝から清綱へ取成しの上送られた
き旨。⑤鹿児島で家を借りるのでその家賃を父上に宜
しく願う。
― ― （（-0（（-0（
（（ （（（（0（（（
① （0 年ぶりにて日本の桜を見て宜しかろう。②姉さ
んたちと御花見に出かけてよい事である。③赤坂で大
火が有るも先ずは無事。④赤坂の医者の払いなど姉さ
んに御聞きの上御払い方早めに頼みます。
― ― （（-0（（
422.indb   365 17/08/01   8:53
美
　
術
　
研
　
究
　　
四
　
二
　
二
　
号
366
八八
（（
（（
（（
（（
（（
（（（（0（（（
（（（（0（（（
（（（（0（（0
（（（（0（（（
（（（（0（（（
①清綱から鹿児島のおとつさんのところへ （0 円の為
替入りの手紙が到来。小遣いもなく直殿へ借りていた
ので良い事でした。なるべくつかわないようにします。
②これから湯治に行く。立野のおばさんに清輝からの
御金を上げたら親切な事だと喜んでいる
①清綱からのお話で風邪の由、御養生を。②鹿児島の
近況。③先日為替にて （0 円送られ有難い。④せんた
さんのおよねさんに時計の残り金 （ 円御払い下さい。
手持ちがないと心配。
①鹿児島有村温泉に清輝の手紙転送拝受。②病気も快
復。安心した。③湯治場の近況。④つなすけ・まさひ
こさんにかねどんの持つような鞄を下されたい旨。
①姉さんの病気も悪く清輝の看病も出来なかった。②
せんたさんへの時計台・無尽の代金までお出しくださ
れ感謝に堪えず。③お前もくれぐれも大事にするよう
に。
①花生けの絵を始めたそうで良い事。②良いのを画い
てお帰り下さい。③地震（明治東京地震のこと）があ
り諸方から見舞いの通知が到来している。
―
―
（ 月 （（ 日 付 へ の
返信。
―
―
―
―
―
―
―
（（-0（（
（（-0（（
（（-0（（-0（
（（-0（（-0（
（（-0（（
（（
（0
（（
（（
（（
（（
（（（（0（0（
（（（（0（（（
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①家族の近況。②用はなくてもあまり長い事清綱に手
紙を上げないもの良くないから、ときどき手紙を出し
てほしい。
①自身の報告。②姉が出産母子とも健康。③本牧へ行
こうとするも三郎が泊まっていくので行けない。
⑥ 1895 年（明治 28年）清輝京都滞在中
①先日の帰省が取りやめで残念。②樺山から油絵が参
り、久米の指示で京都に三枚送った。③みな元気。④
鰹節と海苔、汗拭きを送る。④今月 （（ 日は清輝の誕
生日なのでそちらでお祝いするように。
①無事京都到着を喜ぶ。②久米も喜んでいるだろう。
③場合によっては私も京都へ行きたい。その節は預け
金を引き出して行く。④鹿児島の下女を連れて行こう
と思うので返事を願う。
①葉書にて滞在地の通知有難い。②他に用事も有り京
都へ行こうと決心したが、清綱が反対し断念。委しく
書かないが察してほしい。③清綱にも手紙を書いてほ
しい。父上の風邪も段々快復している。
①せっかく私が京都に行くのを待っておられた由残
念。②昨日夕方父上様御帰りにて京都の景色の良さを
語る。実に惜しい事をした。③今日下ズボンシャツ送
付。④フランスから手紙三通着。④舞妓などをうつし
かたは御金がかかってみあわせたよし。
―
―
―
―
（（ 月 （0 日京都投
函、（（ 日 東 京 着
の清輝書簡への返
信。
（（ 月 （（ 日京都投
函、（（ 月 （（ 日東
京着の清輝書簡へ
の返信。
―
横濱本牧海水浴
場月見館にて。
―
―
上京東三本木月
波楼。
―
（（-0（（
（（-0（（
0（-0（（
（（-0（（-（
（（-00（
（（-0（（-0（
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①お多福豆が届くのを待っている。②秋の景色を画く
ので忙しい事と思う。③先日より京都へ清綱も到着し
御忙しい事でしょう。④面白い写真が撮れたら出来次
第お送りください。
（（ 月 （（ 日京都投
函、東京着不詳の
清 輝 書 簡 へ の 返
信。
― （（-0（（
（（ （（（（（（（（ ①京都滞在中の清輝に必要品の事を尋ねる。 ― ― 0（-0（（
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①京都で写真屋に引っ越したのは気楽でよい事。②清
綱も到着した由。③約束のお多福豆送られ有難い。④
皆無事。
①しばらく手紙が無くて心配。今朝父上が手紙開けら
れ、書留郵便も届き安心。②段々芸者などの良い絵が
描けたことと推察。③もはや廿日も越えたので早く帰
って来てほしい。
①京都ヨリ小樽八つ橋到着。実に美味しく、各所にお
福分け。②早い御帰りを待つ旨。
①書き添え②お峯さんより久々に手紙。③峰からの伝
言で北村にも清輝から手紙を送ってほしい旨。
①お元気に清水の山で絵を画かれる由、さぞ寒いだろ
う。②月末に御帰りかと猪を買って待つも、清綱から
今月は帰らぬと聞いて落胆。③詳しくお金のことも御
申越しなされ仕合せ。④お父さんの貴族院の御金が
（00 円はいるから八郎さんが取に行、（0 円の為替で送
る旨。⑤絵が描けたら早く帰って来てほしい。
―
―
―
―
（（ 月 （（ 日京都投
函、（（ 月 （0 東京
着の清輝書簡への
返信。
―
―
―
―
―
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①絵も （・（ 日の内完成にて祝着。②一日も早く帰ら
れたい。文蔵さんも来て樺山さん・のじさんをはりこ
んで画いて貰いたいとの希望。③ （0 日に出した為替
も到着の事と思う。④借金があると仕方が無いので （
日には （（ 円だけ送るので早くはらいを済ませて帰っ
て来るように。⑤友達と西洋料理を食べてたしまえな
どしてもらったよし、まことに貧乏なことで気の毒だ。
⑥ （ 日日曜は歌の会で清綱は笄町へ行く旨。
①先日の為替が届いた由安心。②愈々絵を画き上げら
れ良い景色の絵が出来たと思う。③今日は煤掃きをし、
清輝の帰る前にうるさい事はやってしまっておく。④
今日 （（ 円だけ為替を送る。⑤嫌でしょうか早く帰っ
て来てほしい。⑥はんも買われてよい事でした。⑦千
枚漬と八つ橋を送って貰う事へのお礼。
①父上御機嫌よく鎌倉まで着。私も鎌倉に参り御前の
近況を聞き、絵描き部屋の事も聞いた。②今月は御帰
りのはず、待ち居る旨。③昨日お前の御金の利子がき
て、戦争の関係で （00 円の所 （（00 円利子が付いた。
④余計な事だで、私個人の意見だが、是まで父上に何
もあげていないので、お歳暮の積りで （00 円だけ上げ
てほしい。⑤あまりなことですが、私も師走の入用に
（00 円だけくれれば仕合せ。
①千枚漬け１樽・八つ橋 （ 箱到着。②昨日の為替も早
く届くものと推察。③父上への手紙も到着。④御都合
次第に八つ橋を （0 銭計お送りくだされたき旨。
① （（ 月 （（ 日新橋へ着。すぐに返事も出来ず詫び。②
絵の方もだんだんできるようで安心。③今の住まいの
方に父上様がいらっしゃるまでは寝泊りの由で良い事
である。④今日早々 （00 円受取、（0 円は送る。⑤清
輝の写真が出来次第欲しい。⑥都合のよい時そらまめ
の名物も送って欲しい。
（（ 月 （ 日 京 都 投
函、（（ 月 （ 日 東
京着の清輝書簡へ
の返信。
―
―
―
―
―
京都市東三本木
月波楼。
―
―
―
（（-0（（
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（0-0（（
（（-0（（
（0-0（（
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⑦ 1896 年（明治 29年）清輝京都滞在中
①年賀。②清輝の助勢への感謝。
①京都へ首尾よく到着安心。②体調のその後の様子窺
い。③私どもも （（ 日発の日取り決定。神戸にて面会
を楽しみにしている。④「いとうけんべい」から、こ
しかけと額の裂を張るもの到来。
―
―
丸 山 公 園 松 原
方。
澤文滞在中。
（（-0（（
（（-00（
（（ （（（（0（0（
⑧ 1898 年（明治 31年）
①照子宛。②鹿児島から良い縞の反物が届いた。 逗子養心亭あて。 ― （（-0（（
（0
（（
？ 0（0（
―
⑨年代不詳
①小包が届いて安心。②絵の手本も見つかり結構なこ
とと喜ぶ。③鳥や牛を煮て食べる由楽しみな事である。
④先日注文の葡萄酒が未着に付、其方から催促された
い。⑤琵琶の件鹿児島へたずねた所、昨日書生さんが
返しに来た。
―
註：黒田清輝宛黒田貞子書簡を年代順に配列し、一通ごとにその内容を概説した。
　　黒田清輝と絵に関する内容に関しては、適宜下線を付した。
鎌倉大町別荘に
て。
封筒のみ。
―
―
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